
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 3 月 

町 田 市

計画の基本理念 

第７期 

町田市介護保険事業計画 
計画期間：２０１８年度～２０２０年度 

概要版 
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（１） 計画策定の基本理念 

本計画では、町⽥市⾼齢者福祉計画と共通の理念に沿って、 

⾼齢者の尊厳が守られ、⼈⽣の豊かさが実感できるまち 
〜地域で⽀えあい健やかで⾃分らしさを感じられるまちの実現〜 

を基本理念とし、計画を策定します。 

（１） 町⽥市の 2025 年・2040 年の姿 

2025 年には、町⽥市においても、
市⺠の概ね3割弱が⾼齢者となり、
そのうち約５⼈に 3 ⼈が後期⾼齢
者となると予想されています。 

また、2040 年には⾼齢化率が
35%を超え、⾼齢者 1 ⼈に対する⽣
産年齢⼈⼝は約 1.5 ⼈となる⾒通し
です。 

このような背景から、地域全体で⽀え合い、地域資源を活かし、地域の特性に応じてきめ細や
かに対応できる「地域包括ケアシステム」を深化・推進していくことが重要となります。 

（２） 町⽥市における⾼齢者の状況 

町⽥市では、約 11 万⼈の⾼齢者が⽣活していま
す。⽣活機能の低下がみられる⼈を含めると、約
８割以上の⾼齢者は、要⽀援・要介護認定を受け
ずに⽣活を送っています。 

また、元気な⾼齢者は、全体の約 6 割にのぼり、
元気な⾼齢者が⽀援の必要な⽅を⽀えるような仕
組みづくりや、健康を維持・向上するための取組
の推進が有効であると⾔えます。 

 
 

 

１ 計画の策定にあたって 

資料：2010 年、2015 年、2017 年は住⺠基本台帳（各年 1 ⽉ 1 ⽇時点） 
2020 年以降は｢町⽥市将来⼈⼝推計｣(2015 年 1 ⽉ 1 ⽇の住⺠基本台帳を基準⼈⼝とした推計) 

資料：要⽀援・要介護認定者・・・町⽥市介護保険情報（2016 年 10 ⽉ 1 ⽇時点）
⽣活機能の低下が⾒られる⼈・・・2016 年 12 ⽉実施介護予防・⽇常⽣活圏域ニーズ 
調査から基本チェックリスト⽅式により抽出した介護予防必要者の割合から算出 
ひとり暮らし⾼齢者・⾼齢者夫婦のみ世帯・・・国勢調査（2015 年 10 ⽉ 1 ⽇時点） 

２ 現状と課題 
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（１） まちだ いきいき街道 

 地域の⾼齢者の⽅が、住み慣れた地域でいつまでも安⼼して暮らしていくためには、年齢を重ね
るにつれて⽣じる様々なサービスのニーズをくみ取り、対応していく必要があります。 
 本項では、現状と課題から抽出された⾼齢者の声について、⾼齢者の⽅の状態等の変化に応じて
整理し、「まちだ いきいき街道」として⽰しています。 

 ▼ まちだ いきいき街道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の基本目標と基本施策 
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（２） 計画の体系 

本計画では、基本理念を実現し、⾼齢者やその家族等の⽣活の質（QOL）の維持・向上を図るた
め、３つの基本⽬標、７つの基本施策を定め、その下に取組の柱を設定しました。また、16 の取
組の柱のうち、６つを重点としました。 
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（３） 重点的な取組の柱 

 

取 組 ①   ⾼齢者⽀援センターの事業評価の充実 

地域包括ケアの実現に向けて、より効果  
的・効率的な運営ができるよう、⾼齢者⽀援   
センターの事業評価を実施します。 

また、⾼齢者⽀援センターに求められる 
役割の変化や地域の実情に対応するため、 
各⾼齢者⽀援センターが独⾃に⾏う取組に 
対して、適正に評価が⾏えるよう必要に応 
じて評価項⽬や⼿法の⾒直しを⾏います。 

取 組 ②   地域ケア会議の役割の明確化及び内容の充実 

地域ケア会議の役割や実施⽅法を明確化するために作成した「町⽥市地域ケ
ア会議運営ガイドライン」に沿って、⾼齢者⽀援センターが地域ケア会議を運
営できるよう、進めていきます。 

 

 

取 組 ①  ⽀え合い連絡会 

介護予防・⽣活⽀援に関する課題抽出や課題解決に向けた検討などを⾏うた
め、町内会⾃治会、ボランティア、NPO、⺠間企業などの関係機関が参画する
「⽀え合い連絡会」を、市全域と 12 ⾼齢者⽀援センター区域で開催します。 

取 組 ②  地域活動団体型サービス 

地域の助け合いを基盤として、地域の活動団体や NPO 等の⽴ち上げたグルー
プが提供する「地域活動団体型サービス」を、⽣活⽀援コーディネーターが中
⼼となって創出します。 

取 組 ③  市基準型サービス 

要⽀援１・２の⽅等を対象に、⼈員の配置基準や資格要件を⼀部緩和した町
⽥市独⾃の「市基準型訪問・通所サービス」を提供する介護保険事業所の指定
を引き続き⾏っていきます。 

  

１－１－（１）⾼齢者⽀援センターの機能の充実

１－２－（1）介護予防・⽣活⽀援サービスの創出
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取 組 ①  認知症の⼈やその家族の居場所づくり 

（ア）居場所づくりの啓発 
 まちづくりワークショップを定期的に開催し、認知症
の⼈やその家族の視点を重視した認知症の⼈にやさしい
地域のイメージの形成、認知拡⼤、理解促進を図ります。  

（イ）居場所づくりの普及 
 認知症診断直後で、必ずしも介護サービスが必要な状
態ではない認知症の⼈の空⽩期間を解消することを主な
⽬的とした、認知症の⼈にやさしい地域の基盤づくりを
⽬指します。認知症カフェ（D カフェ）や認知症にやさ
しい図書館（D ブックス）、⽣きがい⽀援（D 活）の取組
を実施します。 

取 組 ②  認知症サポーター養成講座事業 

認知症の⼈が住み慣れた地域で、安⼼して住み続けられるよう、認知症につ
いての正しい知識と理解を、広く市⺠に啓発していきます。認知症サポーター
は地域を⾒守り、認知症の⼈とその家族を⽀えます。 

取 組 ③  徘徊⾼齢者家族⽀援サービス事業 

認知症の⼈などが⾏⽅不明となった場合に、その家族からの問い合わせに応
じ、位置情報システムにより⾏⽅不明者を捜索します。 

 

 

取 組 ①  町⽥・安⼼して暮らせるまちづくりプロジェクトの推進 

医療と介護の専⾨職団体などが参画する「町⽥・安⼼
して暮らせるまちづくりプロジェクト推進協議会」を開
催し、在宅療養の充実や、医療・介護連携における課題
の解決を図ります。 

また、医療と介護の専⾨職同⼠の連携強化のため、多
職種連携研修会を開催します。 

  

２－３－（１）認知症の⼈やその家族の視点を重視した取組の推進 

２－４－（１）医療・介護連携の推進

町⽥市 D カフェ 

▲Ｄカフェの情報を⼀覧したポータルサイト「Ｄマップ」 

▲ 「Ｄカフェ」のロゴマーク。認知症を意味する 
  Ｄementia の頭⽂字をとって「D カフェ」と 
  しています。 

市⺠向け冊⼦▶ 
「住み慣れたわが家で⾃分らしく⽣きたい」 
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▲介護保険事業所で働く 

  アクティブシニア 

 

 

取 組 ①  地域密着型サービスの整備 

⾝近できめ細かいサービス提供体制を構築するため、定期巡回・随時対応型
訪問介護看護や⼩規模多機能型居宅介護等を整備し、在宅での医療・介護や、
認知症の⽅への⽀援の充実を図ります。 

 
 

 

取 組 ①  介護⼈材開発事業の強化 

地域包括ケアシステムの深化・推進に資する⼈材の育成、確保、定着を強化
するために、町⽥市介護⼈材開発センターの新たな事業展開を⽀援し、事業の
拡充を促進します。 

取 組 ②   介護⼈材バンク機能の確⽴ 

市内介護保険事業所の安定的な職員確保を⽬的とし、介護保険事業所の求⼈
情報と求職者の情報をマッチングする、「介護⼈材バンク」機能の確⽴と、運営
を⽀援します。 

取 組 ③   多様な担い⼿の地域活躍推進 

アクティブシニア（概ね 50 歳以上の元気な⽅）の市内介護保険事業所等への
就労⽀援や、総合事業の担い⼿を養成する事業を実施します。  
（ア）アクティブシニア介護⼈材バンク事業 
    アクティブシニアを対象に、ベッドメイキング、配膳などの介護保険

事業所での周辺業務を担うための研修や、介護⼈材バンクへの登録、就
労マッチング、就労相談などを⾏います。  

（イ）元気⾼齢者介護⼈材育成雇⽤事業 
    アクティブシニアを対象に、介護職員初任者研修

を実施し、市内事業所での介護職員としての活躍を
推進します。  

（ウ）「まちいきヘルパー」の養成 
    総合事業における⽣活⽀援を中⼼とした市基準型

訪問サービスの担い⼿となる「まちいきヘルパー」
を養成し、就労⽀援を⾏います。 

 

３－６－（１）地域密着型サービスの整備促進

３－７－（１）介護⼈材の育成、確保、定着



7 

 
（４） 町⽥市版地域包括ケアシステムの深化・推進 

  「地域包括ケアシステム」とは、在宅での⽣活に必要な５つの要素である「医療」、「介護」、「住まい」、「⽣
活⽀援」、「介護予防」に関するサービスを必要に応じて利⽤することで、住み慣れた地域で元気に暮らし続け
ることを⽬指す考え⽅です。 

市は、本計画の各基本施策を実施することで、必要な時に必要な⽀援を受けられる⽣活環境の整備を進
めていきます。また、⾼齢者の⽣活を⽀えるには、介護保険のサービスだけでは必ずしも⼗分ではないため、⾃
助・互助といった地域の助け合いが促進される環境づくりも進めていきます。 
 
 
図表：町⽥市版地域包括ケアシステムの全体像イメージ 
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医療 

医療・介護の連携による退院支援や、在宅生活継続の支援。 

認知症の早期対応・受診等の支援。 

生活支援 
高齢者ができる限り住み慣れた地域で在宅生活を継続できるよう、多様な

地域資源と連携して行う日常生活の支援。 

住まい 
高齢者の身体状況や生活環境に合った多様な住まいや施設の確保、在宅生活

継続のための支援に係る施策。 

要 素 

介護 

心身の状況に応じた支援を受け、自宅や身近な地域での生活を続けるため

の介護保険サービス。 

介護予防 

要介護となることの予防、要介護状態の悪化防止・軽減のための、心身機能

の改善や社会参加の促進等に係る施策。 

医療職等 
医師、歯科医師、薬剤師、保健師、看護師、理学療法士、作業療法士、 

言語聴覚士、臨床心理士、柔道整復師 等 

主な担い手 

介護職等 
主任介護支援専門員、介護支援専門員、介護福祉士、ヘルパー、社会福祉士、

生活支援コーディネーター 等 

地域の活動団体 
町内会・自治会、老人クラブ、住民主体の団体（高齢者のグループ活動等）、

ボランティア 等 

コンビニ、賃貸住宅事業者、配食事業者、ライフライン事業者、警備会社、 

社会福祉協議会、NPO、民生委員、シルバー人材センター、成年後見人 等 

民間事業者 

・その他 

「町⽥市版地域包括ケアシステム」の深化・推進に向けては、PDCA サイクルに基づく段
階的・継続的なスパイラルアップを⽬指す「地域マネジメント」の確⽴が必要です。 

町⽥市では、地域の課題等を市の様々な専⾨分野の会議体において審議し、市の政策に反
映していく重層的な仕組みとして、「地域マネジメント」推進体制を確⽴します。 

加えて、PDCA サイクルを、より効果的に運⽤していくため、客観的な指標による進捗評
価を実施します。 

  「地域マネジメント」の確⽴ 
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（４） 基本⽬標・基本施策の評価指標 

 地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた PDCA サイクルを、より効果的に運⽤していくためには、客観的
な指標による進捗評価を⾏うことが重要です。 
 本計画では、主な取組ごとの成果指標に加え、基本⽬標、基本施策ごとに客観的な指標を設定し、基本
⽬標ごとの指標は毎年、基本施策ごとの指標は計画最終年度（2020 年度）に、それぞれ進捗評価を実施
します。 

 ※1…有料⽼⼈ホーム、認知症⾼齢者グループホーム除く 
 ※2…厚⽣労働省令等に定められる⼈員基準に限らず事業所が必要と考える⼈数 
  

 
 
 
 

   指標（単位） 現状値
(2016 年度) ⽬標 備考 

 初認定平均年齢（歳） 78.4 ↗ 要⽀援・要介護認定を初めて受けたときの
年齢の平均 

 
 
 
 

１ 

１ ⾼齢者⽀援センターの所在地 
認知度(％) 41.3 ↗ 市⺠ニーズ調査(⼀般⾼齢者)における

「⾼齢者⽀援センターの所在地認知度」 

２ 

⽣活機能低下リスクありの⾼齢 
者の割合(％) 

前期⾼齢者
     57.5 
後期⾼齢者 
     67.1 

↘ 

市⺠ニーズ調査（⼀般⾼齢者）各種リス
ク判定において、いずれかのリスクに該当す
る者の年代別割合 

主観的健康感（％） 82.8 ↗ 市⺠ニーズ調査（⼀般⾼齢者）における
「主観的健康感」の割合 

地域活動参加率（％） 

前期⾼齢者
     65.7 
後期⾼齢者 
     53.8 

↗ 

市⺠ニーズ調査(⼀般⾼齢者)における
「地域活動参加率」（いずれかの地域活
動に⽉１回以上参加している者の年代別
割合） 

 
 在宅維持率（％） 80.7 ↗ 居宅サービス※1 受給者のうち、1 年後も居

宅サービス※1 を受給している⼈の割合 

２ 

３ 
もの忘れが多いと感じる⼈の内、
⾼齢者⽀援センターを知っている
⼈の割合（％） 

⼀  般:45.7 
要⽀援:68.4 ↗ 

市⺠ニーズ調査(⼀般⾼齢者・要⽀援)に
おける「もの忘れが多いと感じる⼈の内、⾼
齢者⽀援センターを知っている⼈の割合」

４ 在宅医療について希望するし 
実現可能だと思う⼈の割合(％) 

⼀  般:26.3 
要⽀援:26.9 ↗ 

市⺠ニーズ調査における「在宅医療につい
て希望するし実現可能だと思う⼈の割合
(％)」 

５ 就労家族介護者の問題なく就 
労継続できる⼈の割合（％） 22.1 ↗ 在宅介護実態調査における「就労家族介

護者の問題なく就労継続できる⼈の割合」
 

 介護度の維持・改善率（％） 66.0 ↗ 当該年度内の全更新・区分変更審査結
果のうち、介護度維持・改善者の割合 

３ 
６ 特別養護⽼⼈ホーム⼊所待機 

期間１年未満⼊所率（％） 79.3 ↗ 特別養護⽼⼈ホームの⼊所待機者のう
ち、１年未満で⼊所した者の割合 

７ 職員※2 を確保できている事業所 
の割合（％） 43.2 ↗ 事業所調査における「職員を確保できてい

る事業所の割合」 

基本 
⽬標 

基本 
施策 
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（１） 介護保険制度の動向 
⾼齢者の⾃⽴⽀援と要介護状態の重度化防⽌、地域共⽣社会の実現を図るとともに、介護保険

制度の持続可能性を確保することに配慮し、サービスを必要とする⽅に必要なサービスが提供さ
れるように、関係法令や制度の改正が⾏われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２） 第 7 期介護保険料算定の流れと介護保険料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１号被保険者の介護保険料⽉額基準額は、5,450 円となります。 

各所得段階ごとの介護保険料額は、次ページをご覧ください。  

③ 介護保険給付に必要な費用の合計（総事業費）を推計
第6期：約851億円（3年間）⇒ 第7期：約1,004億円（3年間）

① 第１号被保険者数の推計
2017年度：112,504人 ⇒ 2020年度：115,656人

② 要支援・要介護認定者数を推計
2017年度：20,030人 ⇒ 2020年度：22,405人

3,152⼈ 増加
（増加率:2.8%）

2,375⼈ 増加
（増加率:11.9%）

約153億円 増加
（増加率:18.0%）

国・東京都

37.5%

町田市

12.5%

第２号被保険者

の保険料

27%

第１号被保険者

の保険料

23%

公費50% 保険料50%

調整交付金 5%

④ 介護保険料月額基準額を算出

費⽤の
財源構成

４ 総事業費の見込みと保険料 
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介護保険料

5,450円の

つかいみち

居宅サービス費

2,420円
通所介護・訪問介護

住宅改修、ケアプラン作成 など

施設サービス費

1,668円
特別養護老人ホーム

介護老人保健施設 など

地域密着型サービス費

621円
定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型デイサービス など

その他経費

332円
特定入所介護、高額介護など

介護予防サービス費

87円
介護予防訪問看護

居宅療養管理指導 など

地域支援事業費

322円
高齢者支援センターの運営

総合事業 など

●
介
護
保
険
料
の
つ
か
い
み
ち

町田市 いきいき生活部  いきいき総務課・高齢者福祉課・介護保険課  

〒194-8520 東京都町田市森野 2-2-22 電話 042-722-3111(代表) 
発行者 

この概要版は、1,000 部作成し、1 部あたりの単価は 112 円となります（職員⼈件費を含みます）。 

第１号被保険者の介
護保険料⽉額基準額
5,450 円は、右図の
とおり使われます。 

（３） 所得段階ごとの介護保険料額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年額 年額
月額 月額

40,400円 40,800円

3,368円 3,406円

48,500円 49,000円

4,042円 4,088円

51,700円 50,600円

4,312円 4,224円

64,600円 65,400円

5,390円 5,450円

71,100円 70,300円

5,929円 5,859円

80,800円 80,100円

6,737円 6,676円

90,500円 91,500円

7,546円 7,630円

103,400円 104,600円

8,624円 8,720円

117,700円

143,800円

11,990円

170,000円

14,170円

183,100円

15,260円

※１　生活保護受給者、中国残留邦人等の支援給付受給者
※２　公費による保険料軽減前の保険料及び保険料額です。

課税状況

世帯 本人

80万円以下

80万円超
120万円以下

120万円超

非
課
税

課
税

 
 
 
合
計
所
得
金
額

 
 
 
 

＋
課
税
年
金
収
入
額

合
計
所
得
金
額

500万円以上
800万円未満

800万円以上
1,200万円未満

1,200万円以上

80万円以下

80万円超

125万円未満

125万円以上
190万円未満

190万円以上
300万円未満

300万円以上
500万円未満

生活保護

受給者等

非
課
税

課
税

第12段階

900万円以上
1,100万円未満

1,100万円以上
1,300万円未満

1,300万円以上
1,500万円未満

1,500万円以上

第4段階

第5段階
（基準額）

第6段階

要件
所得区分 保険料率

要件

生活保護受給者等　※１

老齢福祉年金受給者

第６期事業計画 第７期事業計画

所得区分

1.075

1.225

1.401.40

0.45

0.625

0.75

0.775

1.00

0.45

0.625

0.75

0.80

1.00

　
 

合
計
所
得
金
額
（

特
別
控
除
後
）

＋
課
税
年
金
収
入
額

 
 

—

課
税
年
金
所
得
額

合
計
所
得
金
額
（

特
別
控
除
後
）

80万円以下

80万円超
120万円以下

生活保護受給者等　※１

老齢福祉年金受給者29,100円
第1段階

2.80

1.10

1.25 第7段階

第8段階

125万円未満

125万円以上
190万円未満

190万円以上
300万円未満

300万円以上
500万円未満

2.40

第13段階

第14段階

第15段階

第9段階

第12段階

12,936円

13,080円

2,425円

129,300円

142,200円

11,858円

155,200円

第6段階

2.20

2.40

2.60

1.60

第4段階

第5段階
（基準額）

80万円以下

80万円超

第11段階 2.00

第10段階 1.80
9,810円

500万円以上
700万円未満

700万円以上
900万円未満

130,800円10,780円

保険料率

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

29,400円

2,453円

10,900円

156,900円

1.60

2.00

2.20

第2段階

第3段階120万円超

第1段階

第2段階

第3段階

※2

(0.50)
(32,700円)

(2,725円)

※2

(0.50)
(32,300円)

(2,695円)
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